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表紙写真募集のお知らせ
皆さんによる各務原市をはじめとした岐阜県内各地の
風物の写真を広報誌の表紙としてご紹介しています。
次号の募集については、平成30年11月上旬までの予
定です。たくさんのご応募をお待ちしております。
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臨床心理士のおしごと（その2）
心理療法士　今野 高志
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5/6ブラック・ジャックセミナーで外科手術を模擬体験

ブラック・ジャック セミナー
今月号の表紙は、当院で開催したブラック・ジャックセミナーに
参加した中学生です。手術用ガウンや手袋を身にまとい、模擬
手術を体験しました。
セミナーの様子は5ページをご覧ください。
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臨床心理士のおしごと（その2）臨床心理士のおしごと（その2） 心理療法士
今野 高志

　心療内科や精神科領域には、うつ、不安、不登校な
どを訴える患者さん達が来院されます。臨床心理士
は医師からの依頼を受け、患者さん個々に合った介
入を行っています。前号では、臨床心理士がどんなこ
とをしているのか、またどのように患者さんの症状を
捉えるのかをご紹介しました。今号では、どのような
介入を行っているのかをご紹介したいと思います。

　実際の介入では患者さん一人一人の行動を分析
し、テーラーメイド型の介入を行っていきます。心療内
科・精神科領域で扱う問題は、ウイルスや骨折など明
らかな原因があるわけではなく様々な要因が交絡し
て起こっているため、「こうすれば良くなる」と一般化
して言えるような方法はありません。
　そのため、方法というよりは、どの患者さんへの介
入にも含まれる要素についてお話します。
・『うつ気分、不安、ネガティブ思考、
イライラなどの感情、といった目に
見えない内的な現象は、コントロー
ルすることができないことを知る・
体験してもらう。』…これらの内的
な現象は、自分の意図と関係なく勝手に出現した
り消失したりするものであり、どうにかできるはず
という期待をやめて諦めてもらいます。勝手に起
きる現象なので、「こう考えてしまう」「落ち込んで
いる」という訴えに対しては、そう感じる、思うこと
はおかしなことではないし患者さんのせいでもな
い、と受け入れるようにしていきます。また「そんな
こと考えてはいけない」「落ち込むな」などという
声かけは意味がないのでしません。「それでもネガ
ティブに考えてしまう・感じてしまうのが人間」とい
うところからスタートしてもらいます。
・『うつや不安がなかったらどんな行動をしている
か、したいかを明確化する』…これまでうつや不安
などがあるためにしてこなかった行動で、自分にと
って大切な行動は何かを言葉で言えるくらい具体
的にしていきます。最終的にはうつや不安があっ
てもそのような行動ができるようになることを目指
します。またこのときに、どうなりたいかという結果
重視ではなく、どういう行動をし続けていくかとい
う、行動・行程重視の視点も身につけていきます。
結果は必ずしもがんばりを反映するわけではなく、
コントロールできないためです。
・『環境調整、周囲の協力』…行動は周りの人など
の環境によって変化します。目標行動に対してポ
ジティブな反応をしてもらったり、問題行動を助長
するような声かけを止めてもらったりします。また

注意・叱責・説得などによる対応を止めてもらいま
す。そのような対応で行動が変わったとしても、そ
れは自分がどうなりたいかではなく「人から言われ
たから」「人に怒られたくないから」した行動にす
ぎません。そのような行動は長続きせず、また他の
問題行動に繋がることが研究によってわかってい
ます。同様に「鍛えなおしてやる」「～としての責
任を持て」と言うような精神論的なやり方も有効
ではありません。
・『文脈を変える』…それまでは、「うつがある→うつ
は圧倒されるもので対処できない→酷くならない
ために部屋で横になる→一時的にうつの悪化を避
けられる（長期的にはQOLの低下）」というもので
あった行動の文脈を、「うつがある→うつがあると
きこそ、改善のチャンス→自分にとって大切な行動
をしてみる→実際には良い結果の時も悪い結果の
時もあるが、うつがあっても圧倒されるのではなく
意図した行動ができる」という文脈に変えていくた
めに、目標行動を実行していきます。実行しやすい
ようスモールステップにしたり心理士が一緒に居る
ときに実施するなどの工夫もします。

　このように臨床心理士と
いう職名ではありますが、
「心」など目に見えないあい
まいな物を扱うのではなく、
特に行動療法・臨床行動分
析では、目に見えて、具体的であり、研究の積み重ね
もある「行動」を扱うことで、この領域の患者さんの
改善に役立つことを科学的に行っていくことを目指
しています。

　今回ご紹介した要点は、患者さんに限らず私たち
のセルフケアとしても活用することができます。
　誰でも感じることがありコントロールもできないよ
うな気分の落ち込みや不安などを、自分の中に勝手
に入ってくる「訪問者」のように扱い、「よくいらっしゃ
いました。どうぞ好きなように居てください。出て行
かれる時もご自由にどうぞ」と進んで受け入れてあ
げる声かけをしてみるのも良いかもしれません。そし
て科学者になったかのように、「その訪問者が自分の
中に居たら本当に物事が上手くできないだろうか？」
と疑問を持って、訪問者がいるときこそ、自分にとって
大切な行動を「どんなことが起きるのかな」と好奇心
を持って試していきましょう。その時点ですでに、落ち
込み気分や不安とあなたとの関係は、今までとは違
ったものになっているでしょう。

・2/6・



東中すこやかセミナーを開催しました
　平成30年6月28日（木）「生涯おいしく食べ続け
よう　～今からはじめる嚥下トレーニング～」をテー
マに、東中すこやかセミナーを開催しました。
　嚥下・摂食障害看護認定看護師の安江主任看護
師から、誤嚥とはどういったものか、むせた時の対処
法などの講義、今尾主任言語聴覚士の指導のもと、
嚥下の力を知るテストと、むせにくい身体づくりのた
めの嚥下体操を行いました。
　日頃の生活に少しずつでも取り入れていただき、
いつまでも食べることを楽しめる生活を送っていただきたいと思います。
　次回は1月頃の開催を予定しています。たくさんのご参加をお待ちしております。

　平成30年7月に新しいCT装置を導入しました。
　CT（Computed Tomography：コンピュータ断層撮影）装置
は、X線を利用してコンピュータで計算を行い、体の輪切りの画
像を得る装置です。身体の細かな情報を得ることが可能です。
検査時間は5分から20分程度ですが、部位や目的によって異なります。 
　これまでCT装置1台で検査を行っていましたが、今回の装置導入で2台体制になりましたので、検査待
ち時間が大幅に短くなりました。 
　今回導入したCT装置は、金属の影響を低減する機能が備わっています。金属は放射線を透過しないた
め、左下の写真のように黒い線が出て画像に影響が出てしまいますが、この機能を使うことで金属による
影響を低減できるので、右下の写真のように股関節の人工関節や歯の詰め物などが入っている方々に有
効です。

　また、新たな機能によって従来の装置に比べ、より被ばく線量の低減が可能です。 
　最後に、今後も最適画像の提供と患者さんへの思いやりの検査を心がけてまいります。

新しいCT装置を導入
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入退院支援センターを開設しました 

【入院時支援の役割】 【入院決定された患者さまの流れ】

　入退院支援センターとは、入院が決まった患者さまを入院準備の段階から退
院を見据えて多職種協働で支援する部門です。これは、厚生労働省が『住み慣
れた地域で、自分らしい暮らしを続けることができるよう』に進めている『地域包
括ケアシステム』の考え方を基盤としています。
　当院は各務原市の市民病院的役割を担う病院と自負しており、各務原市の地域システムにおける基幹
病院として、地域の医療機関や福祉施設とシームレスな連携を行うべく、運用を開始しました。

　入院が決まったら外来の段階で、患者さまが安
心して入院生活が送れるように、入院に必要な情
報収集や説明を集約して行います。事前に患者さ
まの状態を把握し、患者サービスの向上を図ること
を目的としています。

事務職員
　入院に必要な書類、手続き、連絡先、かかりつけ
医の確認、お薬手帳の確認などをします。
　
看護師
　入院までの経過、既往歴の確認、検査・手術、入
院目的にあった注意事項などの説明、日常生活の
状況、喫煙状況の確認、アレルギーの有無など聞き
取ります。
　聞き取った内容から、治療や入退院に関係する
情報を関係部署へ連絡し連携を図ります。
　
各専門職の関わり方

・入院治療計画書、治療に必要な書類、
パンフレットを受け取る。
・必要な検査があれば受ける。

患者さま、ご家族が入院に対する不安を軽減でき
るよう、多職種協働で支援します。

・事務から入院案内を受け取る

・看護師との面談

医療費、入退院に関係する
家族背景の相談
　　　医療ソーシャルワーカー

食欲不振など栄養状態の低下
入院中の食事形態の相談
　　　　　　　　　 　栄養士

中止薬･点眼方法などの
不安
　　　　　　　薬剤師

入院中の介護･看護に
ついて
　　　　　病棟看護師

診療科

入院受付①

入退院支援センター

必要時多職種との面談

所要時間：30分程度

【場所】
本館1階総合案内前
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11月14日は世界糖尿病デーです。
ご自身やご家族、大切な方と共に、糖
尿病について考え予防に向けた一歩
を踏み出すきっかけとして、ぜひイベ
ントにご参加ください。

世界糖尿病デー2018
in東海中央を開催します

【開 催 日】　平成30年11月14日 水曜日
【内　  容】　血糖測定　
　　　　　　時　　間：9時15分～10時45分
　　　　　　場　　所：1階 待合ホール
　　　　　　講演会　※事前申し込みが必要です
　　　　　　時　　間：12時30分～15時00分
　　　　　　場　　所：3階 大会議室
　　　　　　お申込み：当院玄関ホールに申込書を
　　　　　　　　　　　設置しています

昨年の様子

日　　時　平成30年7月29日（日）
場　　所　東海中央病院　大会議室・手術

で外科手術を模擬体験

　このセミナーは、医療現場で実際に使用する精密機器を用
いて外科医の仕事を体験する外科手術模擬体験学習です。
市内35名の中学生が参加しました。

　すべての体験を終え、一人ひとりに『未来の医
師 認定証』が手渡されました。
　この体験を通して医療に興味を抱く機会とな
り、一人でも多く将来の医療を担う人材に育って
いくことを願っています。

　名古屋大学から赴任させていただきまし
た、小屋敏也と申します。どうぞよろしくお願
いします。私は消化器の中でも膵胆領域を
専門として大学で勉強させて頂きました。久

しぶりに他領域の診療に携わることになり、不安な思いもあり
ます。不慣れな点や勝手の違いからご迷惑をおかけすること
も多いとは思いますが、スタッドレスタイヤも購入のうえ地域
医療に貢献していきたいと思います。どうかよろしくお願いい
たします。

小屋 敏也 
内科医長（消化器内科）

　人工関節についての勉強をさせていただ
くために赴任しました。岡崎市民病院で平成
24年より6年間外傷を中心に整形外科の勉
強をしてきました。まだまだ未熟ではありま

すが、少しでも患者さんの役に立てるように努力していきたい
と考えておりますので、よろしくお願いします。

小澤 悠人 
整形外科医員（整形外科）

新任医師紹介新任医師紹介

【BLS体験】
一時救命処置を学びました。

【内視鏡鉗子操作体験】
鉗子で箱の中のビーズを掴み移動させました。

【縫合結紮体験】
持針器を用いて模型を縫い、糸を結びました。

【超音波メス操作体験】
超音波メスを操作して鶏肉を切離しました。

【3Dモニター内視鏡体験】
3D映像を見ながら輪ゴムを掛け替えました。



※写真はイメージです。
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初診・再診受付時間　8：30～11：30／お休み：土・日・祝日・年末・年始
 お願い　保険証等の提示
月に一度は保険証・医療証等を保険証提示窓口に提示してください。

 

info@grandvert.com https://grandvert.com
TEL 058-263-7111 ／ FAX 058-263-5517
〒500-8875　岐阜市柳ヶ瀬通６丁目14番地

毎月開催 お気軽にお越しください♪ ご予約はHPから

チャペルやコーディネートされた披露宴会場を見学できます。
おもてなしの基本となるお料理はミニコースで試食していただけます。


